
（１）単元観 （２）児童観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元について 
 

日 時   平成３０年 １１月２７日（火） 

学 年   第６学年  男子１１名，女子１２名，計２３名 

学習指導要領を踏まえ，この単元

について，単元の目標や内容に

即して具体的に記述する。 

算数科 第６学年 世羅町立せらにし小学校 指導者 山﨑 朋恵 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

思考力・判断力・表現力  主体性 

「速さ」 ～ めざせ！甲山駅伝１５連覇 ～ 

 本単元と学習指導要領との関連は次のようになってい
る。 
 
 
 
児童は第５学年で，異種の二つの量の割合について学

習してきている。混み具合や人口密度などを通して，単位
量あたりの大きさという考えを学習している。これを利用し
て，本単元においても，異なる二つ量の割合である速さに
ついて学習していく。 
速さについては，児童は，人の走る速さや乗り物が移動

する速さなど日常生活の中で，「速い」「遅い」と表現し，捉
える経験をしてきている。しかし速さは，数量的に表して処
理しようとすると，難しい内容である。その難しさの理由
は，速さを量として表すには異なる二つの量，すなわち時
間と道のりが必要となること，また，同時に考えなければな
らないところ，特に時間は目に見えないものであることであ
る。速さをとらえるには，単位時間あたりどれだけの道のり
を進むか，または，単位道のりあたりどれだけの時間がか
かったかという考え方をする。例えば，速さを，単位時間あ
たりに移動する長さとしてとらえると，（速さ）＝（長さ）÷（時
間）として表すことができ，時速６０㎞の速さとは，１時間に
６０㎞の長さを移動する速さということになる。一方の速さ
を，一定の長さを移動するのにかかる時間としてとらえる
と，かかる時間が短いほど，速いということになる。 
速さは，日常生活との結びつきも深いので，速さについ

て理解し，求めることができるようにするとともに，実生活
へ活用する能力を伸ばすことをねらいとした単元である。 

本学級の児童は，課題に対して意欲的に考えるこ
とができる児童が多い。理解力の個人差が大きい
が，「分からない」ということを伝えることを大事にして
いるため，授業中，「ここまでは分かった」ということが
言える雰囲気が見られる。また，本校独自のアンケ
ート「学級の友達との間で話し合う活動を通じて，自
分の考えを深めたり，広げたりすることができてい
る。」において，９５．６％の児童が肯定的な回答をし
ている。友達同士で考えることでさらに自分の考えを
深められるということを感じており，対話の大切さを感
じていることが分かる。しかし，全体の場では，改まっ
てしまい，積極的に発言しにくい。 
既習内容の定着状況をみる事前テストを行った。

単位量あたりの大きさを用いて，混み具合を比べる
ことができるかを見取る問題では，立式は概ねでき
ていた。しかし，答えから正しく混み具合を比べるこ
とができない児童が 35％いた。全体量から，単位量
あたりの大きさを求めることができるかを見取る問題
は，全員が正答であった。単位量あたりの大きさか
ら，全体量を求めることができるかを見取る問題は，
全員が正しく立式できており，２２％の児童が計算ミ
スをしていた。以上のことから，既習事項について
は，単位量あたりの大きさを求めることについては概
ね定着している。しかし，「○あたりの数量」が何を表
しているのかをイメージできにくい児童が多いことが
分かった。式に単位を書き込んだり，出た答えが何
を求めているのかを説明させたりすることがこれまで
十分でなかったことで定着が図れなかったと思われ
る。 

Ｂ 量と測定 
（４）速さについて理解し，求めることができるようにする。 

（３）本単元において育成しようとする資質・能力とのかかわり 

【ス キ ル】 

②思考力・判断力・表現力 

  自分の考えたことを式に表すだけではなく，立式の根拠を図や言葉等を使って数学的に表現する活動や互

いの考えの共通点や相違点を意識しながら説明させたりすることを通して，思考力・判断力・表現力を育成する。 

【意欲・態度】 

④主体性 

  児童の身近にある問題を学習課題として設定することにより，「解きたい」「考えた方法を伝えたい」と思わせ，

自ら学ぼうとする主体性を育成する。 



   【本単元の学習の関連と発展】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年 ６年 中学（１年） 

10）単位量あたりの大きさ 

・平均の意味とその求め方 

・単位量あたりの大きさの考え

方とその用い方 

10）速さ 

・単位量あたりの大きさの考え

方を使った速さの比べ方 

・速さの意味とその求め方 

 （時速，分速，秒速） 

・速さに関する公式 

・時間と道のりの関係（比例） 

・仕事の速さ 

・比例，反比例（式，グラフ） 

（４）指導観（指導改善のポイント） 

指導にあたっては，本単元に入る前に，全校で行っている駅伝練習を取り上げた問題を提示する。この

問題を解決するために必要なことは何かを考えさせることで，本単元を学習していくことの意欲をもたせ

たい。また，第５学年で学習した「単位量あたりの大きさ」について，ドリルタイムを使って復習を確実

にさせておく。 

まず，日常で使っている速さはどういうことかを数理的にとらえる学習を始めるために「速い」「遅い」

を感覚的にとらえさせたい。そのために，一定時間でゆっくり歩いたときと，急ぎ足で歩いたときの時間

と進んだ距離をはかるという活動を通して，「速い」「遅い」とはどういうことかを体験させたい。この活

動を通して，速さを比べるためには，時間と距離という二つの量が必要であることを実感できると考える。 

次に，速さの指導では，単に公式を覚えるのではなく，第５学年で混み具合を比較したとき，二つの量を

一方にそろえて比べること，一方の量を１にするとよいことなどを想起させ，速さを数値化する仕方をて

いねいに扱い，公式を導かせたい。そして，「速さを単位時間に進む道のりで表そうとしているから，速

さの公式は，道のりを時間で割っているのだ。」という実感を伴うような学習を進めたい。 

単元の導入で提示した問題をまとめの学習として行う。何が分かれば問題解決できるかということを考

えさせることで，これまで学習を活用すれば解けるということに気付かせたい。ペア学習やグループ学習

など対話を多く取り入れることで，一人一人の児童が主体的に学習に参加し，自分の考えを説明したり，

それぞれの考えをもとに学び合ったりする力を伸ばし，学習への理解を深めさせていきたい。自分が考え

たことを説明する際には，図や式を提示しながら，筋道を立てて分かりやすく説明できるようにしていき

たい。そして，ペアやグループでの対話を，そのまま全体での練り合いにつなげられるように，ペアで説

明させるなど，発表のさせ方を工夫したい。 

本単元の学習後，駅伝練習を行う中で，目標タイムだけではなく，目標の速さを設定して，実際の自

分の記録から速さを確かめたり，駅伝大会で新記録を出して優勝するためには一人がどれくらいの速さ

で走ると良いかを考えさせたりしていきたい。そうすることで，算数科での学びが実生活で活かされる

ことを実感させたい。 

３）比例 

12）四角形と三角形の面積 

14）正多角形と円周の長さ 

・簡単な場合の比例 

 

 

11）比例と反比例 

・比例と反比例の意味とその性

質 

・比例と反比例のグラフ 

 

 



 

 

 

（１）単元の目標 

○速さや単位量あたりの大きさの考えを用いて数値化したり，実際の場面と結びつけて生活や学習に用

いたりしようとする。                    （算数への関心・意欲・態度） 

○速さの表し方や比べ方について，単位量あたりの大きさの考えを基に数直線や式を用いて考え，表現

することができる。                          （数学的な考え方） 

○速さに関わる数量の関係において，速さや道のり，時間を求めることができる。 

（数量や図形についての技能） 

○速さは単位量あたりの大きさを用いると表すことができることを理解する。 

（数量や図形についての知識・理解） 

 

（２）単元の評価規準 

ア 算数への 

関心・意欲・態度 
イ 数学的な考え方 

ウ 数量や図形につい

ての技能 

エ 数量や図形に 

ついての知識・理解 

①速さの比べ方を，単位

量あたりの大きさの考え

を用いて考えようとして

いる。 

②学習内容を適切に活用

して，活動に取り組もう

としている。 

①単位量あたりの大きさ

の考えを基に，速さの

比べ方を用いて考え，

説明している。 

②単位量あたりの大きさ

の考えを用いて，作業

の速さなどの比べ方を

考え，説明している。 

③学習内容を適用して，

問題を解決し，説明して

いる。 

①速さの表し方を基に，

速さを求める公式をつく

り，速さを求めることが

できる。 

②速さを求める公式を用

いて，速さと時間から道

のりを求める式を導き，

道のりを求めることがで

きる。 

③道のりを求める式を用

いて，速さと道のりから

時間を求めることができ

る。 

④時間を分数で表して，

手際よく問題を解決す

ることができる。 

①時速，分速，秒速の意

味を理解している。 

②速さが一定ならば，道

のりは時間に比例する

ことを理解している。 

③基本的な学習内容を身

に付けている。 

 

 

 

 

（全１１時間） 

次 学習内容（時数） 
評価 

児童の反応 
関 考 技 知 評価規準 評価方法 

資質・能力の評価 
（評価方法） 

一 

 

○「駅伝練習」を知

り，「速さ」の学習

への意欲と今後の

学習の見通しをも

つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 走る速さ

はどうやっ

て求めるの

かな。「速

い」「遅い」

ってどうい

うことか

な。 

３ 指導と評価の計画 
 

２ 単元の目標と評価規準 
 

課題の設定  



 

○速さは単位量あた

りの大きさの考え

を用いて表せるこ

とを理解する。（１） 

 

 

○  

 

 

〇 

ア①速さの比べ方を，

単位量あたりの大

きさの考えを用いて

考えようとしている。 

イ①単位量あたりの大き

さの考えを基に，速

さの比べ方を用い

て考え，説明してい

る。 

行動観察 

ノート 

 

 

行動観察 

ノート 

【意欲・態度】 
④主体性 
（行動観察） 
 
 
 
【スキル】 
②思考力・判
断力・表現力 
（ノート） 

 

 

 

 公倍数や

単位量あた

りの考え方

で，速さを

比べてみよ

う。 

 

○速さの表し方への

興味を広げる。 

（１） 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

ア②学習内容を適切に

活用して，活動に

取り組もうとしてい

る。 

 

行動観察 

ノート 

【意欲・態度】 
④主体性 
（行動観察） 
 

 

 

速さを比べ

るときに

は，１秒あ

たりに走っ

た距離や，

１ｍあたり

にかかった

時間などの

単位量あた

りの考えで

比べると便

利なんだ

ね。  

 

○速さを求める公式

を理解し，それを

適用して速さを求

めることができる。 

（１） 

  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

ウ①速さの表し方を基

に，速さを求める公

式をつくり，速さを

求めることができ

る。 

エ①時速，分速，秒速

の意味を理解して

いる。 

 

ノート 

 

 

 

ノート 

 
 

 

 

 速さは，

単位時間あ

たりに進む

道のりのこ

とで，道の

り÷時間で

求められる

ね。 

 

 

○道のりを求める式

を理解し，それを

適用して道のりを

求めることができ

る。      （１） 

   

〇 

 

 

 

 

ウ②速さを求める公式

を用いて，速さと時

間から道のりを求め

る式を導き，道のり

を求めることができ

る。 

 

 

ノート 

 

 

 
 

 

 

 道のり

は，速さ×

時間で求め

られるんだ

ね。 

 

○速さと道のりから

時間を求める方法

について理解す

る。       （１） 

  

 

 

○ 

  

ウ③道のりの求める式を

用いて，速さと道の

りから時間を求める

ことができる。 

 

ノート 

 

 

 

 時間は，

道のり÷速

さで求めら

れるんだ

ね。 

情報の収集  整理・分析  

情報の収集  

整理・分析  

整理・分析  

まとめ・創造・表現 



 

 

○時間を分数で表し

て，速さの問題を

解決することがで

きる。     （１） 

 

   

○ 

 

 

 

 

ウ④時間を分数で表し

て，手際よく問題を

解決することができ

る。 

 

 

ノート 

 

  

 

 

 

 時間を分

数で表す

と，計算が

簡単になる

ことがある

んだね。 

 

○速さが一定のとき

に，道のりと時間

が比例の関係に

あることを理解す

る。       （１） 

    

〇 

 

エ②速さが一定なら

ば，道のりは時間

に比例することを理

解している。 

 

 

ノート 

 

 

 

 速さが一

定のとき，

道のりは時

間に比例す

るんだね。 

 

○作業の速さも単位

量あたりの大きさ

の考えを用いて比

べられることを理

解する。    （１） 

  

〇 

  

 

 

イ②単位量あたりの大き

さの考えを用い

て，作業の速さな

どの比べ方を考

え，説明している。 

 

行動観察 

ノート 【スキル】 
②思考力・半
打力・表現力
（行動観察・ノート） 

 

 

 作業する

速さも単位

時間あたり

にどれだけ

作業をする

かえ比べら

れるんだ

ね。 

二 

 

○学習内容を適用し

て問題を解決す

る。       （２） 

【本時２／２】 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

  

イ③学習内容を適用し

て，問題を解決し，

説明している。 

 

行動観察 

ノート 
【スキル】 
②思考力・半
打力・表現力
（行動観察・ノート 

 

 

 学んだこ

とを使え

ば，自分た

ちの速さも

求めれる

ね。 

 

○学習内容の定着

を確認し，理解を

確実にする。（１） 

    

〇 

 

エ③基本的な学習内容

を身に付けている。 

 

ノート 
 

 

 

 

 

 

（１）本時の目標 

課題解決に必要な情報を考え，情報を関連付けて考えることを通して，身の回りにある問題を解決し，説明

することができる。                                     （数学的な考え方） 

 

（２）準備物 

問題文（黒板掲示用），ワークシート，テレビ，パソコン，発表用ボード，マジック 

 

 

 

 

４ 本時の学習 
 

情報の収集  

振 り 返 り  

まとめ・創造・表現 

整理・分析  

整理・分析  



（３）本時の学習展開  ●ねらい－まとめ ○理解を助けたり，関わりを深めたりするための支援 

☆前回の研究授業を受けての課題克服のための手立て 

学習活動と求める児童の反応 指導上の留意事項 
評価規準 

（評価方法） 
資質・能力の評価 
（評価方法） 

 

※問題文は，板書計画 

○前時の学習を振り返る。 

  

 

 

 

 

 

 

○問題解決への見通しをもつ。 

・特別コースを走った１年生と６年生

のタイムを求める。 

 

 

 

 

〇本時のめあてを確認する。 

●６年生から何分遅れてスタートし

たら１年生と同時にゴールできる

のか分かるように説明しよう。 

 

 

 

○自力解決する。 

・ゴールまでの時間（１年生） 

  2100÷200＝10．5  10分 30秒 

・ゴールまでの時間（６年生） 

  2100÷280＝7.5   7分 30秒 

・１年生と６年生のタイムの差 

  10分 30秒－７分 30秒＝3分 

 

○ペアトークをする。 

・自力解決で考えたことを説明し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

○前時の学習を振り返ること

で，問題解決をするために

必要な情報を共有する。 

 

 

 

 

 

○前時に解いた①②③を関連

づけることで，課題解決がで

きることを確認する。 

○１年生と６年生のタイムを求

めることが問題解決へつな

がることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○既習の時間の求め方を使っ

て，求めさせる。 

 

 

 

 

 

 

○自分の考えを整理するため

に，ペアトークを行うことを確

認する。 

○考えがまとまらず困っている

場合は，相談し，解決しても

よいことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習内容を適用

して，問題を解決

し，説明してい

る。【数学的な考

え方】 （行動観

察・ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の課題を設定し，解決への見通しをもつ。 

 

２ 課題を解決する。 

 

①特別コースを自転車で走ってみると，時速１２．６㎞で１０分かかりました。 

②１年生の先頭の子は，１５０ｍトラック６周を，４分３０秒で走ります。 

③せらにし小のグラウンドはトラック１周１２０ｍです。６年生の先頭の子は，３分

間走って７周しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

○集団解決をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の学習のまとめを書く。 

●１年生と６年生の速さの差を求め

れば，６年生が何分遅れてスター

トすればよいか分かる。 

 

○適用題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の学習で分かったことや，こ

れからもっと学びたいことを書く。 

○図と式の関連がわかるよう

に指示しながら説明させ

る。 

○自分の考えとの共通点や相

違点を考えながら聞かせる。 

○児童の説明をキーワードで

板書することで，児童の思考

を整理する。 

○１年生のタイムと６年生のタイ

ムの差が，本時の答えとなる

ことを児童に説明させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の問題がどう考えたら解

決できたかを問うことで，意

見を出させ児童の言葉でま

とめをする。 

 

○本時のまとめをもとに，適用

題を解かせることで，理解の

定着を図る。 

 

 

 

 

 

○本時の振り返りをさせるととも

に，次の学習への意欲をも

たせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習内容を適用

して，問題を解決

し，説明してい

る。【数学的な考

え方】 （行動観

察・ワークシート） 

 

①思考力・判断

力・表現力 

 立式の根拠を

図や言葉を使っ

て表現してい

る。  

互いの考えの

共通点や相違点

を意識しながら

説明している。 

（行動観察・ワ

ークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習を振り返り，次時の学習の確認をする。 

 

３ 本時のまとめをし，適用題に取り組む。 

 

☆児童同士で発言がつ
なげられるよう，教師
が説明しすぎない。そ
のために，児童の説明
を他の児童に補足さ
せたり，再度説明させ
たりする。 

 特別コースの距離は，2100ｍで

す。１年生の速さは，分速 200ｍ

です。６年生の速さは，分速 280

ｍです。 

１年生と 6年生がそれぞれスタ

ートしてから，ゴールまで何分か

かるかを計算します。時間は，道

のり÷速さで求められます。だか

ら，１年生は，2１00÷200，10分

30 秒かかります。６年生は，2１

00÷280で，7分 30秒でゴールで

きます。10.5－7.5 をすると，６

年生が何分遅れてスタートすれば

良いかが分かります。 

答えは，3分です。 



（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生と６年生の速さの差を求めれば，６年生が

何分遅れてスタートすればよいか分かる。 

６年生が何分遅れてスタートしたら１年

生と同時にゴールできるのか説明しよう。 

 

○め  

11/２７  

 

速さ 

○ま  

○問  

見通し 

 先生「今日は，特別コースで練習します。１年生
から順にスタートします。２年生，３年生・・・と

少しずつ時間をずらしてスタートします。」 

 練習スタート。１年生から順にスタートし，6 年生が

スタートした時，１年生の先頭の子は，はるか先に

行っていました。 

 １年生と６年生のゴールが同時になるようにした

い。６年生は１年生から何分遅れてスタートさせれ

ばよいでしょう。 

 

１年生の速さ  900÷4.5＝200  分速 20０m 

６年生の速さ  840÷3＝280    分速 280m 

特別コースの道のり  12.6÷60×10＝2100  

2100ｍ 

   ↓ 

１年生と６年生の速さの差 

式 2100÷200＝10.5 

  2100÷280＝7.5 

  10.5－7.5＝３         Ａ．３分 

 


